
「情報活用能力を発揮して、
自信をもって表現する子の育成」
～GIGA端末を活用した、主体的・対話的で

深い学びをとおして～
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学校教育目標

自ら考え 判断し，
自信をもって行動する子を育てる

• 「自ら考え」 ・・・自分ごととしてとらえ，多面的に考える
• 「判断し，」 ・・・確かな根拠をもって決める
• 「自信をもって」 ・・・失敗を恐れず
• 「行動する」 ・・・果敢に挑戦する
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GIGAスクール構想



めざす子ども像

【知】「確かな学力」の育成

自ら学ぶ子 …自分で考え行動する子
【徳】「豊かな心」の育成

やさしい子 …人の言葉に
耳をかたむける子

【体】「健やかな体」の育成

元気な子 …心も体も健康な子

知・徳・体の調和のとれた子どもの育成
すべての取組は，この３つのめざす子ども像に関連している 3



育成をめざす資質・能力

• 多面的に考える力
（比べる・関係づける）

• 根拠に基づく判断力
（目的に立ち返って） 

•場に応じた表現力
（話す・書く・伝え合う） 

• 勇気ある行動力
（失敗を恐れず挑戦する）

• 他者から学ぶ姿勢
（認め合い・学び合い・支え合い） 4

「情報活用能力」を学習の基盤として

「選択」と「活用」

「誰一人取り残さない」

GIGAスクール構想



重点目標

自信をもって表現する力

5

＜キーワード＞ 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

（子ども） （教職員）

全員が発表する 話し方・聞き方，的確な発問，相互指名
自分の言葉で話す・書く 問題意識，問いと答え，ノート指導
言葉以外の方法で表す 多様な表現方法の経験
場に応じた方法で伝える メディアの特性の理解と，相手意識を

もった情報発信
相手を納得させる 根拠に基づいた情報とその伝え方

情報活用能力を発揮して



「令和の学びのスタンダード」

uＧＩＧＡスクール構想の推進
• 個別最適な学びと協働的な学びの

一体的な充実
• 「選択」と「活用」

u情報活用能力の育成
• 学習の基盤となる資質・能力
• 情報モラルの育成

デジタル社会における
資質・能力

6

家庭

学校

地域

デジタル社会
を生きる子ども

GIGAスクール構想
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第四錦林小学校「GIGA端末活用ルール」

8

「タブレットPC（GIGA端末）は，私たちの学習道具」
～えんぴつやノートと同じ文ぼうぐとして～

こまったときは、

立ち止まる・考える・そうだんする

よき学び手になるために よき使い手になるために

１．学習のために使います。
２．時間と場所をきめて使います。

３．健康に気をつけて使います。
４．安全に気をつけて使います。
５．学校のルールにそって使います。
６．社会のルールにそって使います。

デジタル機器やインターネットを使うときのやくそく

★デジタル機器やインターネットを使わない時間
★デジタル機器やインターネットを使わない場所
★夜寝るとき，デジタル機器やインターネットを置いておく場所
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研究主題

情報活用能力を発揮して、

自信をもって表現する子の育成
～GIGA端末を活用した、主体的・対話的で深い学びをとおして～



〜R2年

⽣徒指導3機能

R3年（1年次）

表現⼒の育成を⽬指して
（情報活⽤能⼒の育成）

R4年（2年次）

情報活⽤能⼒を発揮して、
⾃信をもって表現する⼦の育成
〜GIGA端末を活⽤した、主体的・対話的で深い学びをめざす授業改善〜

まずは、積極的に
GIGA端末を使おう

〇⽬指す姿を設定して
系統⽴てて取り組んでみよう。
〇研究の基盤は、学級経営
研究の⽬的は、授業改善

JNK4 教育実践・⽀援のためのプロジェクト研究



今年度の
取り組み内
容

• GIGA端末を文房具にするための環境整備
• 「目指す姿」を設定して
関連単元をつないでいく関連単元配列表

• 「つなぐ」を意識した研究の記録について
•公開授業と研究協議会
•夏休み自由研究と自由研究発表会
•学習発表会
• デジタルシチズンシップ授業公開



■基本的な操作
6年：選択できる力・共同編集
5年：Word・共同編集
4年：PowerPointでのプレゼンテーション・フォルダへの保存
3年：ロイロノートでのプレゼンテーション・ローマ字入力
2年：ロイロノートで送信や提出
1年：ログイン・写真撮影

■情報活用能力
6年：合意形成のために最適な方法を選択する。
5年：ふせんやロイロノートなどを使って思考を表現し、
異なる意見を整理したり話し合ったりする。

4年：ふせんを使っての交流・シンキングツールを活用して異なる意見を整理する。
3年：ふせんを使って表現した考えを交流する。
2年：ふせんやカードを使って表現し自分の考えを整理する。
1年：自分の考えを記録する。

学年末に⽬指す児童の姿



関連単元配列表の活用

「つな
ぐ」を意
識した研
究の記録

「⽬指す姿」を
設定して
単元をつなぐ
関連単元配列表



GIGA端末の
「基本的な操作等」
指導計画例
（学校指導課）

「つな
ぐ」を意
識した研
究の記録



授業実践の
記録

「つな
ぐ」を意
識した研
究の記録



育成する
資質能⼒
(児童の姿)

GIGA端末の
「基本的な
操作等」

指導計画例
授業実践や
指導資料の
記録

「つな
ぐ」を意
識した研
究の記録

「つな
ぐ」を意
識した研
究の記録



夏休みの⾃由研究＆⾃由研究発表会
保護者向けのプリント
を作成し、自由研究の
イメージを共有

児童が自ら学びたいと考えたことに向かい合い、
生き生きと表現できるようにする。

話し方・見せ方について指導し、
ふりかえりアンケートを行った。







デジタル・シティズンシップ
は、善き使い手としてデジタ
ル・テクノロジーをポジティ
ブに活用し、子どもたちの自
律と問題解決を促します。

デジタルシチズンシップ
授業公開



STEAMライブラリー-未来の教室-の教材を活⽤

指導案・指導資料
（動画・ワークシート）を
活用することで、
短時間で授業準備が可能

計画的に実施することで
効果が高まる



今後の課題
や
研究の⽅向
性

•『「自信をもって表現す
る力」の育成をめざす学
習活動を探る』ために、
実践と協議を重ねる。

•「表現力」を軸にした情
報活用能力育成表と評価
指標を作成し、それをも
とにカリキュラム・マネ
ジメントを行う。



研究発表会（２月７日）



○文章の中の重要な語や文を考えて選び出すことができるようにする。

情報活⽤能⼒・情報の収集

（第８時）

文章の中から抜き出す
重要な語や文を考える

（第９時・第１０時）

いろいろな図書の中から
必要な情報を選び出す

【本時】
相手に伝わるように
情報を精選し、
順序を考える

◎文章を読んで感じたことや分かったことを共有することができるようにする。
単元の重点目標

児童の考えをもとに
ワークシートを作る 付箋を使って調べた情報を整理する

【２年】国語科
だいじなことばに気を付けて読み、わかったことを知らせよう『おにごっこ』



（２年）相手に伝わるように情報を精選し、順序を考える。



◎相手に伝わるように、理由や事例などを挙げながら、話の中心が明確になる
よう話の構成を考えることができるようにする。（思・判・表A(１)イ）

単元の重点目標

【３年】国語科
つたえたいことを、理由をあげて話そう 『わたしたちの学校じまん』

○考えとそれを支える理由や事例、全体と中心など情報と情報との関係について理解することができ
るようにする。（知・技(２)ア） 情報の整理分析⇒⇒思考ツール「クラゲチャート」を指導
（第３時【本時】）

思考ツールを使って、考えとそれを支える理由や事例を考える。
（協同して考えを広げる）

（第４時）

思考ツールを使って、情報を精選する。
（協同して考えをまとめる）

（第５時・第６時）

思考ツールにまとめられた情報から、発表原稿に再構成する。

情報活⽤能⼒の視点でふりかえりを
⾏い、シンキングツールのよさを
感じられるようにする。



（３年）思考ツールを使って、考えとそれを支える理由や事例を考える。



【５年】国語科
言葉について考えよう『伝わる表現を選ぼう』

子どもたちが思考する場面では、
ノートや付箋を使ったりGIGA端末
を使ったりと、児童が学習に適し
た方法を選ぶ。

子どもたちが考えを交流したり
共有したりする場面では、ロイ
ロノートを活用する。

主体的・対話的で深い学びを支えるGIGA端末活用

目的や意図に応じて、学習方法や学習道具を
主体的に選べる力をつけていく。



（５年）相手や目的、意図に応じて、表現を選べる力をつけていく。


